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ハイラル・ダグール語の文法記述 ― 述語人称、所属人称、再帰を中心として ― 
 
 
0. はじめに 
 本稿は修士論文から第 4 章「「述語」の構造」を取り上げ、ハイラル・ダグール語の「文」
構成要素としての「述語」の様相を概観する。本稿では以下、1 節で言語の概要を、2 節で
先行研究と研究方法を簡潔に述べる。3 節で「述語」の諸相を概観、4 節でまとめる。本稿
における例文番号、グロスおよび訳は筆者による。記号や先行研究は本稿末尾にまとめた。 
 
1. ハイラル・ダグール語の概要 
ハイラル・ダグール語とは主として中国の内モンゴル自治区フルンボイル盟ハイラル市
などのダグール族によって使用されるモンゴル諸語に属する言語で、話者総数は 5 千人前
後、地理的にはモンゴル諸語の中でも最東端に位置する言語の一つである。 
 ダグール語はモンゴル諸語内部の系統関係において孤立的な言語として位置づけられて
いる。ダグール語は他のモンゴル諸語と同様に、母音調和を有し、接尾辞型で修飾語が被
修飾語の前に来るアルタイ型の言語である。語彙も他のモンゴル諸語と多く共通する。 
ハイラル・ダグール語は、周辺のモンゴル諸語の影響を被ってダグール語特有と見られ
る言語特徴を失っている点が指摘できる。例えばブトハ・ダグール語などでは、語頭の*h-
を有する語(例 1)や 3 人称代名詞に古形 in, aan を保存している点などが特徴とされるが、ハ
イラル・ダグール語ではこうした特徴が失われ、より「モンゴル語」に近い状態になって
いる。「主語」に一致する述語人称接辞を有する点は、一つの特徴であると言いうる。 
 
1)  中世モンゴル語 ブトハ・ダグール語 ハルハ・モンゴル語 ハイラル・ダグール語 
 「十」 harban harəb arăb arəb 
 「年」 hon hoon oŋ oon 
(栗林 1989 より抜粋、改定) 
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 基本母音としては短母音/a, ə, i, o, u/ を立て、語中に現れる母音的な響きについては一
律/ə/ によって示す。子音音素としては/p, b, m; t, d, n[n~ŋ], k, g; s, h; l, r, w, y[j]/ が挙
げられ、またこの他に/č, ǰ, š/ などの口蓋化子音や、円唇化子音が認められる。非口蓋化、
非円唇化子音との対立が認められるものは i, u を子音音素に付すことで示す。母音調和に
よる異形態を有する接辞については、その代表形を EE のような大文字を用いて表わす。 
 
2. 先行研究と研究方法 
 ダグール語全般に関する総合的な記述としては、恩和巴图編(1988)が、管見の限り最も網
羅的である。ただし、その記述は音声音韻や形態に重きが置かれている。ハイラル・ダグ
ール語の研究として塩谷(1991)は恩和巴图等編 (1985: 3-46)を利用し、ハイラル・ダグール
語の資料を収集している。チチハル・ダグール語やブトハ・ダグール語との差異などにつ
いても言及しているが、語彙的な面が中心的に扱われており、とくに恩和巴图等編(1985)
との比較対照は今後の課題として残されている。ただ、同言語の記述を試みる研究資料と
して非常に有益である。本研究はこの塩谷(1991)の分析を軸として行う。 
 ハイラル・ダグール語の文法を論ずるにあたり、塩谷(1991)のハイラル・ダグール語の実
例及び筆者調査によるデータを利用した。また調査には、南屯出身 1939 年生まれの男性と
mohurt 出身 1925 年生まれの女性に多く協力していただいた。いずれもモンゴル語、漢語、
そして日本語に長ける。調査内容としては、自然な会話を録音させていただく方法や、調
査者の質問にハイラル・ダグール語で答えてもらう方法などを取った。本研究は特に述語
人称、所属人称や再帰といった要素を軸に統語的な分析を行うものである。 
 
3. 「述語」の構造 
本節ではハイラル・ダグール語に見られる述語複合体とも言うべき「述語」の構造を概
観する。本節ではまず 3.1 節で「述語」を指示する述語人称を、3.2 節で「述語」を構成す
る要素について、名詞述語と動詞述語を概観、次いでその助詞的、助動詞的な用法、そし
て終助詞について触れる。3.3 節で複文構造について考察する。 
 
3.1.「述語」と述語人称 
 本研究ではハイラル・ダグール語における述語人称と呼ばれる形式を、典型的に「述語」
をマークするものと見る。述語人称接辞は、通時的に見れば人称代名詞主格形が「述語」
に後置されることによって成ったもので、塩谷(1991)は次頁の例 2 を挙げて説明している。 
モンゴル諸語の祖形となる言語における、語を「文」の後に置くといったような修辞法
を仮定すると、これが次第に文法的なものへと変化して来たという過程が想像できる。 
これを倒置と見る場合、「文」の完成した形式に対する語順の操作であると考えることが
出来る。こうしたモンゴル諸語の祖形となる言語においては、「文」を構成する核となる「述
語」要素が倒置における一つの基準点となったと見ることは想像に難くない。 
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2) či sain uu? / sain uu či? 
 君は 元気 か  元気 か 君は 
 ↓       
 sain či uu?     
 ↓ ↓ ↓     
 sain -ši yəə? (ダグール語)               (塩谷 1991: 49) 
 
塩谷(1991)の挙げる例に見られる変化の過程で注目すべきは、人称代名詞 či の末尾への移
動というよりは終助詞 uu の位置の変化である。uu を「述語」としての完成形の後に置かれ
る終助詞と見れば、či が「文」の後に置かれる倒置が生じた後、それが「述語」と結びつい
て「述語」の完成した形式を成す述語人称へと変化する、という過程を経ていると言える。 
 
3.2. 「述語」の構成要素 
3.2.1. 動詞述語と名詞述語 
亀井他編(1996)で「述語の中心となるものは、動詞または用言である」とされるように、
ハイラル・ダグール語においても動詞の「述語」としての運用範囲の広さは認められる。
動詞述語はアスペクト等のような話者の視点を示す接辞や他の形式に接続する形式が豊富
である。一方で名詞述語はこうした機能に乏しく、動詞述語に組み込む必要も生じる(例 3)。 
 
3) tədnii nəuǰ irəgudini bii učiikən aasənbee 
 təd-II nəu-ǰ ir-gu-d-IIni bii učiikən aa-sən-bee 
 3pl-AG 引っ越す-IPF 来る-VN-DAT-3sg.POS 1sg 小さい ある-PST-1sg.PRD 
  「彼らの引っ越して来たとき、私は小さかった」     (塩谷 1991: 59) 
 
これは bii učiikenbee「私は小さい」という名詞述語の「文」が原型で、「過去」の時制を
付すために aa「ある」を助動詞的に用いて動詞述語に組み込んだものである。しかし、名
詞についても「述語」としての機能は決して低いものではない。次の例 4 のように、逆に
動詞述語が名詞述語に組み込まれるように見える例もある。 
 
4) šamd kərgul əiməl yoldən aagaasini, bii nəkənd ičigu 
 šii-d kərgul əiməl yoldən aa-EEs-IIni bii nəkənd ič-gu 
 2sg-DAT もし そんな 機会 ある-CND-3sg.POS 1sg 一緒に 行く-VN 
 sanaatiibie      
 sanaa-tii-bee      
 つもり-ADS-1sg.PRD     
  「あなたにもしそんな機会があれば、私は一緒に行くつもりです」      (塩谷 1991: 80) 
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こうした例を全て「動詞述語が組み込まれた名詞述語」と呼ぶべきかには問題もある。
しかし、例 4 に見られるような名詞の「述語」としての機能の高さにも注目したい。 
 
3.2.2. 助詞的な名詞 
 動詞の形動詞形などによって修飾され、述語的な機能を果たす名詞を挙げる。形動詞接
辞-gu, -sən の後に来る語によって「文」が「終止」する例は次のようなものがある。 
 
表 1: 助詞的に用いられる名詞述語の例(塩谷 1991 の用例より) 
 形動詞接辞 述語
人称 
 
 
形動詞接辞 述語
人称 -gu -sən -gu -sən 
kərəgtee ～必要だ 2 0 2 uwəi ～ない 6 9 9 
duartee ～好きだ 4 0 3 udeen まだ～ない 8 0 2 
magəd ～だろう 3 0 0 bišən ～ではない 3 0 3 
sanaatii ～つもりだ 6 0 6  
 
いずれも述語人称接辞を付すことが出来、「述語」として機能しているらしいことがわか
る。名詞述語として時制やアスペクト面では無標であるものと考えられる。 
 否定を示す語、特に uwəi は動詞形態論の中で扱われることが多いものである(恩和巴图编
1988 など)。これらは形動詞形を要求し、述語人称接辞を付すことが出来るという分布を見
せ、かつ独立性の高さも認められるため、他の助詞的な機能を果たす名詞述語と同等に扱
うべきであると考える。uwəi のみは、-sən を付した形式に修飾され得るという点で他とは
異なる。-sən の付された形式を要求しない他の形式は、意味的な制約が関わっている可能性
もある。こうした点から、uwəi については意味的制約が希薄となり、生産性の比較的高い
文法的要素になりつつあるものであると考えることもできる。 
 動詞の陳述形は、非過去と過去で否定法が異なる。非過去形では動詞の前に否定副詞 ul を
置き、かつ非過去の陳述接辞-wəi を-n にする。過去形では、形動詞接辞-sən の後に否定の
uwəi を置く。しかし、次のように一見 ul の後に-wəi が使用されているかのような例がある。 
 
5) tər ugin kəǰəə əilguəəməl ul mədəǰaawəi. 
 tər ugin kəǰəə əil-gu-EE-məl ul məd-ǰ-aa-wəi 
 あの 女の子 いつ 嫁ぐ-VN-REF-REF NEG 知る-IPF-ある-NPS 
  「あの子はいつ自分が嫁ぐか知りません」      (塩谷 1991: 59) 
  
この例 5 は動詞述語部分にアスペクト的な要素 -ǰ-aa が使用されているが、このことは当
該形式が mədəǰ aawəi という分析的形式であると見る一つの根拠になるだろう。塩谷(1991)
は動詞に形動詞接辞-gu を付し uwəi を修飾するタイプの否定法も挙げている(例 6, 7, 8)。 
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6) əǰisən uwəibee. 
 əǰ-sən uwəi-bee 
 覚える-PST NEG-1sg.PRD 
  「私は、覚えませんでした」    
7) əǰigu uwəibee. 
 əǰ-gu uwəi-bee 
 覚える-VN NEG-1sg.PRD 
  「私は、覚えていません」    
8) ul əǰinbee.  
 ul əǰ-n-bee  
 NEG 覚える-NPS2-1sg.PRD  
  「私は、覚えません」        (塩谷 1991: 79) 
 
 塩谷(1991)による説明は無いが、付された訳語を参考に考察すると、動詞に形動詞接辞を
付して uwəi に係るタイプの否定法は「現在の状態」を表現するものであると予想される。
名詞述語の取る、時制やアスペクトに対する無標性とも合致する。他方 ul を置き、-n を付
すタイプの否定法は、-wəi の有する非過去、恒常性といった時制、アスペクト的な意味と
並行的な様態が表わされるものと考える。 
 
3.2.3. 助動詞的な動詞述語 
 専ら語彙的というよりは文法的な機能を果たす、助動詞的な動詞について扱う。以下、
名詞述語を組み込むタイプと動詞述語を組み込むタイプの 2 種類に分けて見ていく。 
 
◆名詞述語を組み込むタイプの助動詞 
 名詞述語は時制やアスペクト的には無標であり、かつ他の「述語」との関係を示す機能
に乏しい。これを補うために、動詞 aa を用いて動詞述語に組み込むことでこうした機能を
補うものと思われる。動詞 aa は本動詞としては「ある」といった意味を示す 1 項動詞であ
る。これが本動詞としての機能を失って助動詞的に機能していることを示す根拠として、
取り得る項が名詞述語の分増えているように見える点が挙げられよう。例 9 で助動詞 aa に
よって過去形が示されているのに対し、無標な元の形式は 9’のような形式に成るだろう。
他方 aa を本動詞「ある」と見ると 9’’のように bii を「主語」にとる存在文になる。 
 
9) tədnii nəuǰ irəgudini bii učiikən aasənbee. 
 təd-II nəuǰ ir-gu-d-IIni bii učiikən aasənbee 
 3pl-AG 引越す-IPF 来る-VN-DAT-3sg.POS 1sg 小さい ある-PST-1sg.PRD 
  「彼らが引っ越してきたとき、私は小さかった」      (塩谷 1991: 59) 
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9)’ bii učiikənbee 9)’’ bii aasənbee 
 bii učiikən-bee  bii aa-sən-bee 
 1sg 小さい-1sg.PRD  1sg ある-PST-1sg.PRD 
  「私は小さい」       「私は、いた」 
 
 つまり例 9 では、aa に対する「主語」bii の他にもう 1 項 učiikən が増えたような形になる。
こうした場合、učiikən「小さい」が動詞 aa「ある」を修飾することで「小さいという状態
である」といった意味を示すものと解釈する。 
 
◆動詞述語を組み込むタイプの助動詞 
ここでは、形動詞形を要求するものを上述の名詞述語を組み込むものと同列に考え、副
動詞形を要求するものについて扱う。副動詞形を要求するものは複文を構成しているのか、
助動詞的に働いているのか判然としない。助動詞的なものを明確に定義するのは難しいが、
動詞 aa の助動詞としての機能の高さに注目し、これを基準に検討を進める。動詞 aa は副動
詞-EEr, -ǰを要求して-EEr + aa で「再進行、結果継続」、-ǰ + aa で「進行」といったアスペク
ト的な意味を表出する。次の-EEr + aa に当たる例 11 は、意味としては結果継続を表わす。 
 
11) bii bur kudəə ičiguəər nəktəə tortoor aaǰaawəibee 
 bii bur kudəə ič-gu-EEr nəktəə tort-EEr aa-ǰ-aa-wəi-bee 
 1sg 全て 田舎 行く-VN-INS 既に 決まる-ANT ある-IPF-ある-NPS-1sg.PRD 
  「私は既に田舎に行くように決まっています」      (塩谷1991: 73) 
 
助動詞としての aa がこの-EEr, -ǰという副動詞を要求していることから、逆にこうした副
動詞形は助動詞に要求されやすいものと見得る。これらの副動詞形の後に来る助動詞的な
動詞を筆者が恣意で抽出し表 2 で一覧にする。 
 
表 2: 助動詞的な動詞(塩谷 1991 の用例より) 
助動詞的な語 用例数 例 
əkil 始める 1 例 wailǰ əkilsən「泣き始める」 
əurkee 始める 2 例 wəildəǰ əurkeewəibee「私は働き始める」 
bar 終わる 4 例 əmsəǰ baraal「着終わったらすぐ」 
šad できる 14 例 usgulǰiǰ šadwəiši yəə?「話せますか」 
uk くれる 18 例 gəlǰ uksən uwəi「言ってくれなかった」 
bol なる(>～していい) 4 例 ičiǰ bolwəi「行ってよい」 
yaw 行く 2 例 garəǰ yawwəibee「私は出ていく」 
ir 来る 3 例 nəuǰ irsən「引越して来た」 
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この他、tali「置く」ir「行く」が-EEr を要求する例として見られたが、1 例ずつと用例が
少ない。この-ir「来る」を除けば要求する副動詞に揺れはなく、助動詞としての固定的な用
法を有している可能性がある。-ǰは助動詞的な語が要求する副動詞形として汎用的である。 
 
3.2.4.「述語」と終助詞 
本研究においては、終助詞という品詞を「文」の完成形の末尾に付され得る形式、即ち
この要素無しでも「文」の成り立つものとして設定する。恩和巴图編(1988)が語気詞として
分類する形式のうち、「文」の末尾に位置すると考えられるものの用例を塩谷(1991)から検
索、それに先行する環境をまとめると次の表 3 のようになる。 
 
表 3: 「文」の後に置かれる語気詞とそれに先行する環境 
分類 終助詞 名詞 陳述 -sən -gu 命令 aaǰ 計 分布状況 
疑問 yəə 16 37 6 0 0 4 63 全て完成した「述語」 
iməə 8 0 6 1 0 0 15 名詞述語か形動詞形 
imwoo 8 0 0 1 0 0 9 おそらく同上 
肯定 dəə 2 0 0 1 0 2 5 名詞述語か形動詞形 
推量 baa 1 1 3 0 0 0 5 全て完成した「述語」 
気付き kəə 1 3 1 0 3 0 8 命令形にもつく 
自問 aaǰ 0 2 2 2 0 0 6 陳述形にも、形動詞形にも 
命令 kənəə 0 0 0 0 7 0 7 全て命令形 
  
-sən は形式上陳述接辞であるか形動詞接辞であるか分かりにくいが、表中網掛けで示した
分布の偏りから次のように判断できる。即ち、yəəや baa, kəəは陳述形を要求し、他方 iməə, 
imwoo などは形動詞形を要求するものと見得る。ここでは前者のような、陳述形に後続す
るものについては終助詞と見做し、その他については助詞的な名詞であると分類する。自
問の aaǰは陳述形にも形動詞形にも後続するため、止むを得ず「揺れがある」または「変化
の最中にある」ものと見做す。dəəや kənəəについても、その分布に関しては保留しておく。 
 
3.3. 「述語」の構造 
3.3.1. 主文と副文 
 複数の「文」は統語的に連なって複文を成し、「文」に従属関係が生じることがある。基
本的に述語人称は従属的な「文」すなわち副文の「述語」的な要素には付されず、これを
従える主文にのみ見られるものと考える。むしろ複数の「文」が並び、その両者に述語人
称接辞が付されていれば、「文」の単なる並列であると見做される。 
「述語」的要素に述語人称接辞を付さない副文は、主文の一要素になると見做すことも
できよう。しかしながらその副文内部で、「主語」と対立しそのあり方を述べるという点で
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「述語」的な機能は副文の内部でも十分に果たすことが出来る。こうした点で、「述語」ら
しさが低い「述語」的な要素というものも認める必要が生じる。 
 
12) šii namd irəgudšini, bii yag oree budaayaa  
 šii bii-d ir-gu-d-šəni bii yag oree budaa-EE  
 2sg 1sg-DAT 来る-VN-DAT-2sg.POS 1sg 丁度 夜 御飯-REF  
 idəǰaasənbee.      
 id-ǰ-aa-sən-bee      
 食べる-IPF-ある-PST-1sg.PRD      
「あなたが私のところに来たとき、私はちょうど夕飯を食べていました。」(塩谷 1991: 76) 
 
 この例 12 で šii「あなた」と ir「来る」は「主語」「述語」の関係になっていそうだが、
期待される述語人称接辞-šee が付されていない。これらが主文に対して従属的な副文を成し
ている故である。他方、述語人称が付されない副文の「述語」的要素に、所属人称などが
付されることでその「主語」が示され得ることが例 12 から見出せる。この場合、こうした
述語人称以外の要素によって明示される「主語」に対応する要素としての「述語」らしさ
を認め得る統語的可能性もある。 
こうした副文には、①形動詞形によるものと②副動詞形によるものの存在が想定される。
いずれも、副文の元々の「述語」がその「述語」的性格を減免し、他の「文」すなわち主
文の 1 要素となるという点で同一だが、主文の「述語」に対する副文の働きかけ方に違い
がある。以下では②に該当する副動詞形による副文の諸相を見ていく。 
 
3.3.2. 並列関係を示す副動詞形 
 副文と主文の時間の関連の仕方をアスペクト的な面から関係づけるものである。単純な
並列関係を示すことから、助動詞的な動詞と結びつく場合にもこうした並列関係の副動詞
が用いられやすいようであるが、これについては助動詞的な動詞が後続すると見るべきか
複文であると見るべきか判断の難しいところでもある。 
先に 3.1.3 節において助動詞的とみた例を除くと-ǰは 36 の用例が検索された。ほとんどの
助動詞的な例と同様に-ǰ, -EEr の例は、いずれもその「述語」的成分に対する「主語」が主
文の「主語」と一致する例である。しかし「モンゴル語」においても対応する副動詞接辞-J
が主文と対等の副文を構成し「主語」も異主語を取ることが可能とのことから(風間 2003: 
329)、ハイラル・ダグール語でも-ǰは「主語」の転換不転換に関与しないものと見るのが妥
当であろう。 
  
3.3.3. 論理的関係を示す副動詞形 
時間の並列的な関係を示す上述の副動詞に対し、論理的関係の副動詞は意味の面以外に
も異なる様相を見せる。それは即ち、所属人称や再帰の接辞を以て副文の「主語」に当た
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る要素を指示することが可能な形式があるという点である。 
専ら助詞や接続詞のように独立語として使用されているように見られる例や用例の少な
いものについては考察の対象外とし、所属人称接辞や再帰接辞を接続するものについて考
察する。所属人称が付され得る-guəər, -EEs の後に付され得る接辞の出現率を表 4 に示す。 
 
表 4: 副動詞の後の所属人称接辞や再帰接辞の出現率(塩谷 1991 の用例より) 
先行    
後続 -ø -šəni -IIni -EE 全用例数 
-guəər 4 0 2 2 8 
-EEs 0 7 10 23 40 
 
 条件副動詞接辞-EEs はいずれの例も必ず所属人称接辞か再帰接辞を付しており、必須的
に主語を示すものと見做せる。他方、-guəər はこうした要素を付すこともある一方で必須的
とは言い難い。塩谷(1991)において-guəər は目的「～するために」と直後「～するとすぐに」
の意味を表わし、また再帰接辞が付されたような形式-guəərəəで原因「～するので」の意味
を表わすという。塩谷(1991)の挙げる例のうち「～するとすぐに」の意味を表わす 3 例に 3
人称所属人称-IIni が付され(例 13)、一方「～するために」の意味を表わすと思われる 2 例は
意味上の主語は主文と一致していると思われるのに再帰接辞は付されていなかった。 
 
13) tər kəukə əgəə uǰirdguəərini wailǰ əkilsən 
 tər kəukə əg-EE uǰ-rd-gu-EEr-IIni wail-ǰ əkil-sən 
 その 子供 母-REF 見る-PSS-VN-INS-3sg.POS 泣く-IPF 始める-PST 
  「その子供は母親を見るなり泣き始めた」       (塩谷 1991: 61) 
 
例 13 から、「～するとすぐに」という意味で使用される場合に 3 人称所属人称接辞が付
されることが必須である可能性も見出し得る。他方-guəərəə「～するので」は-guəər に再帰
接辞-EE が付されたような形であるが、その機能は不明である。 
 
14) tər bas wəərəə warhlaa əmsəǰ ul šadən, nasini 
 tər bas wəər-EE warhəl-EE əms-ǰ ul šad-n nas-IIni 
 3sg も 自分-REF 服-REF 着る-IPF NEG 出来る-NPS2 年-3sg.POS 
 aidug učiikən bolguəərəə.       
 aidug učiikən bol-gu-EEr-EE       
 とても 小さい なる-VN-INS-REF       
「彼は自分で服も着られないのよ、年がまだとても小さいから」    (塩谷 1991: 83) 
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「述語」 
先頭部分 
 
 
「述語」 
末尾部分 
この例 14 も、「とても小さい」の「主語」と「服を着られない」の主語は同一 tər「彼」
であると考えられるが、-EE (-REF?)が原因理由の意味に関与しているのかは不明である。 
 
4. まとめ 
本研究では述語人称等の人称要素に注目し、ハイラル・ダグール語の「述語」の構造を
観察した。 
「主語」を明示し得ず、あるいは独立した「主語」を有し得ず、そのために「主語」の
転換不転換を予想させにくい-EEr, -ǰ など並列の副動詞形の類は、「述語」らしさに欠ける。
この独立した「述語」らしさを有さないという特徴は、逆に言えばその無標性によって主
文の「述語」が有する「述語」らしさを共有する機能があるものと考えることができる。
また一つには、こうした「述語」らしさを欠くことによって助動詞的な動詞を後続させ、「述
語」的機能をそれに担わせるという構文を構成するのに覿面であると考えられる。 
 
 
 
 
 
 
               主語となる項を決定 
図 1: 述語複合体の構造 
 
述語複合体の先頭部分は、形式上の先頭を示すばかりでなく複合体の末尾に置かれる述
語人称が指示する「主語」を決定する(図 1)。こうした複合体先頭部分において決定付けら
れる「主語」が、その末尾に位置する述語人称に影響を与えるという点で述語複合体の一
体性は裏付けられるものと考えられる。 
 
【略号一覧】1, 2, 3  1・2・3 人称 ABL ABLative 奪格 ACC ACCusative 対格 ADS Adjective Derivational Suffix
形容詞派生接辞  AG Accusative Genitive 対格属格  ANT  ANTerior 先行  ASS  ASSociative 随伴  CAU 
CAUsative voice 使役 CMI CoMItative 共同格 CMP CoMPleted 完成 CNC CoNCessive 譲歩 CND CoNDitional 
条件 CNT CoNTinuous 継続 COO COOperative voice 共同態 DAT DATive locative 与位格 DET DETerminative 
定格 DIR DIRective 方向格 EMP EMPhasis 強調 FUT FUTure imperative 未来命令 GEN GENitive 属格 
IMP IMPerative 命令 INS INStrumental 具格 INT INTerrogative 疑問 IPF ImPerFect 未完了 LIM LIMitative 
限界  NDS Noun Derivational Suffix 名詞派生接辞 NEG NEGative 否定 NPS NonPaSt 非過去 OPT OPTative 
意思 PAR PARticle 助詞 pl plural 複数 PMI PerMIssion 許可 POS POSsessive person 所属人称 PRD 
PReDicative person 述語人称 PRF PeRFective 完了 PRG PRoGressive 継続 PSB PoSsiBility 可能性 PSS 
PaSSive voice 受動態 PST PaST 過去 REF REFlexive 再帰 sg singular 単数 VN Verbal Noun 形動詞  
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